はな まじ ひの 参与 は、 ない 方が よい かも 知れぬ。 

唯、 一郷の 精神 生活 を預 つて 居る 神職に、 引き 宛て、 

考 へて 見る と、 単なる 事務員で は 困る ので ある。 社 有 

財産 を殖 し、 明細な 報告書 を 作る 事の 外に、 氏子 信者 

の 数へ きれぬ 程の 魂 を 托せられて 居る と 言 ふ 自覚が、 

持ち続けられねば ならぬ。 思へば、 神職 は 割りの わる 

い 為 事で ある。 酬い は 薄い。 而も、 求む る 所 は 愈 加へ 

られ ようとして 居る。 せめて、 一代 二 代 前の 父 や 祖父 

が 受けた > けの 尊敬 を、 郷 人から 得る 事が 出来れば、 

まだし もで あるが、 其 氏子. 信者の 心持ちの 方が、 既 

に 変って 了うて 居る。 田圃 路を 案内しながら、 信仰の 



今昔 を 説かれた、 ある 村の ある 社官 の、 寂し 笑みに は、 

心の底からの 同感 を 示さない では 居られなかった。 

其 神職 諸君に、 此 上の 註文 は、 心ない 業と、 気の ひけ 

る 感じ もす る。 けれども、 お 互に 道の 為、 寂しい 一 本 

道 を迪り 続けて 居る 身であって 見れば、 渋面つ くつ 

て、 V も此 相談 は 聴き 入れて 貰 はねば ならぬ。 世間 通に 

なる 前に、 まづ 学者と なって 頂きたい。 父、 祖父が、 

一郷の 知識人であった 時代 を 再現す るので ある。 私 ど 

も 町方で 育った 者 は、 よく 耳に した 事で ある。 今度、 

見えた 神主 は、 どう 言 ふ 人 か。 かう した 問 ひに 対して、 

思 ふつ ぼに 這 入る 答へ は、 いつも 「腰の 低い お 人 だ」 



もので は あるまい か。 当 を 得た 策に、 更に 当 を 得た 結 

果を 収めよう に は、 懐手 を 出して、 書物の 頁 を 繰らね 

ばなら ぬ。 

「神社が 一 郷 生活の 中心と なる」 の は、 理想で ある。 

だが、 中心に なり 方に 問題が ある。 社殿 • 社務所 • 境 

内 を、 利用 出来るだけ、 町村の 公共事業に 開放す る 事、 

放 課 • 休日に 於け る 小学校の 運動場の 如くす る だけな 

ら、 存外つ まらない 発案で ある。 結婚式 場と なって 居 

る 例 は、 最早 津々 浦々 に 行き 亘 つて 居る。 品評会 場- 

人事 相談所 • 嬰児 委托 所な どに は、 どうやら 使 はれ 相 

な 気運に 向いて 来た。 世間 は 飽きつ ぼい 癖に、 いろん 



な 善事 を 後から くと 計画して 行く。 やっとの 事で、 

そろ/^ 見え 出した 成績が、 骨折りに つり 合 はぬ 事に 

気がつく と、 一挙に がらり と 投げ出して、 新手の 善事 

に 移って 行く。 一等 情ない め を 見る の は、 方便 善の 一 

時の 榜示 杭に なって 居た ものである。 神社 及び 神職が、 

さう したみ じめ を 見る 事がなければ、 幸福で ある。 

抑 亦、 当世の 人た ち は、 神慮 を 易く 見積り 過ぎる 嫌 ひ 

が ある。 人間社会に 善い 事なら ば、 神様 も、 一 も 二 も 

なく 肩 をお 袒 ぎになる、 と 勝手ぎ め をして 居る。 信仰 

の 代りに 合理の 頭で、 万事 を 結着 させて ゆかう とする 

為で ある。 信仰の 盛んであった 時分 程、 神の 意志 を、 



お 役人た ちに 望まねば ならぬ。 信念 堅固な 人で こそ、 

社 域 を 公開して あらゆる 施設 を 試みても、 弊害な しに 

済され よう。 これの ない 人々 が、 どうして 神徳 を 落さ 

ない 訣にゅ くだらう。 

信念の 地盤に は、 どうしても 学殖が 横た はって 居な け 

れ ばなら ぬ。 揺ぎ 易い 信念の 氏子に すら 気 を かねて、 

諸事 遠慮 勝ちに、 卑屈に なって 行く の は、 学殖と いふ 

後楣 がない からで ある。 神に 関した 知識の 有無 は、 一 

つ 事 をしても、 信仰. 迷信と 岐れて 現れる。 学術 的 地 

盤に 立たねば こそ、 当季 限りの 流行 風 の 施設の 当否の 

判断 も 出来ない。 よい 加減に 神慮 を 忖度す るに 止めね 



は、 其が、 どの 程度まで、 歴史的の 地盤に 立って 居る 

かと 言 ふ 批判が すんで からの 事で ある。 廉々 の 批判 は、 

部分に 拘泥して、 全体の 相の 捉 へられない はめに 陥れ 

る 事が ある。 学者の 迂愚 は、 常に こゝ から 出発して 居 

る。 我々 の 望む 所 は、 批判に 馴 された 直観で ある、 糞 

鳶の 来迎 を 見て、 とっさに 真偽の 判断の 出来る 直観 力 

の 大切 さが、 今 こそ、 しみ，^ と 感ぜられる。 

ことば 

合理と いふ 語が、 此頃、 好ましい 用語 例 を 持つ 

て 来た 様に 思 ひます。 私 は、 理窟に 合せる、 と 

言 ふ 若干の 不自然 を、 根本的に 持った 語と して 

K つて 居る。 此 にも、 今後 も 其 意味の ほか、 用 
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